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☆☆ 今月は貯蓄共済推進強化月間です。皆様のご協力をお願いいたします ☆☆

◇◇商工会関係行事◇◇

～商工会は行きます、聞きます、提案します～

商工会お知らせ版

いづみや旅館協力

◇◇一人でも雇ったら、労働保険に必ず加入を◇◇

労働者（パート、アルバイト等含む）を一人でも雇っている事業主は、労働保険（労災保

険・雇用保険）に加入しなければなりません。まだ労働保険の加入手続きを行っていない事

業主におかれましては、加入手続きを取られるようお願いします。また、当会で労働保険事

務委託をすることもできますので、お問い合わせください。

１１月 １日（月） 青年部定例会

４日（木） 正副会長会議・理事会・貯共推進委員会

２４日（水） 建築部会講習会

２６日（金） 中間監査会

《 村上税務署からのご案内 》
国税庁ホームページにおいて、年末調整に関する特設ページを

掲載しています。特設ページには、動画による年末調整の説明、

扶養控除等申告書などの各種様式、従業員向けの説明用リーフレット

など年末調整の際に役立つ情報を掲載していますので、ご活用ください。

◇◇年末調整の添付書類について◇◇

国民年金保険料を納付された国民年金の被保険者ご本人宛に、社会保険庁より「社会保険

料（国民年金保険料）控除証明書」が１１月上旬に送付されます。

生命保険料、損害保険料、地震保険料等の控除証明書は確定申告の際に添付書類として必

要になりますので、大切に保管をお願いいたします。

。 °☆。 °☆ インボイス制度のお知らせ ☆。 °☆。 °

令和５年１０月１日から「適格請求書等保存方式（インボイス制度）」が導入されます。

それに伴い、令和３年１０月１日から登録申請書の受付が開始されました。

事業者の方が、令和５年１０月からインボイスを交付するためには、原則、令和５年３月

までに登録申請書を提出していただき適格請求書発行事業者となる必要があります。

県内企業とIT関連企業とのマッチングイベントが開催されます

「デジタル化」に取組みたくても「何から手をつけたら

いいかわからない」「どんなツールがあるのかわからない」と

いった声を受けて、県主催によるマッチングイベントが開催さ

れます。

本イベントは、IT関連企業が各社10分でITに関する企業

課題を解決するための自社製品サービスをを説明し、ご希望さ

れる場合、後日IT関連企業との個別商談が実施される

という内容となっています。

業務効率化や販路開拓にてITの活用を検討中の方は、ぜひご

参加ください。

日時

募集対象

開催方法

１１月８日（月）・９日（火）

１３：００～１６：３０（入退室自由）

県内事業者100名程度

「Zoom」によるオンライン配信

内容

申込

11月8日 11月9日

㈱ブリッジにいがたHPへアク

セスいただくか、QRコードよ

りお申し込み下さい

〆切：11月4日

◇◇店舗の商圏分析してみませんか？◇◇
当会では、市場情報評価ナビ（Miena）を使った商圏分析レポートが提供可能です。周辺地

域特性を見える化し店舗の販売促進にご活用いただけますので、ぜひご利用下さい！

Q：荒川の〇〇地域はどんな人が多く住んでいる？

⇒５０代が多いから、和食メニューを充実させよう！

Q：美容室のチラシを作成しようかな？

⇒〇〇地域は３０代女性が多いけど競合が少ないから、

チラシ配布の効果が高いかも♪

Q：〇〇地域の昼間と夜間の人口の違いはあるかな？

⇒夜間人口の方が多いから、営業時間を変えてみよう！

◇◇荒川チャレンジ事業 会員企業大活躍中！◇◇

～荒川中学校３年生の地域貢献活動～

８月の商工会報にてご案内した、荒川中学校３年生×あらかわ地区まちづくり協議会×荒川商工

会の企画『荒川チャレンジ』。「持続可能な地域づくり」や「社会課題解決」のために中学３年生

が考えた企画のプレゼン発表後、当会会員企業を含めたくさんの協力をいただき、チャレンジ事業

が進行しています！

商工会青年部

「みつけた荒マップ」

このほかにも、おらだり基地倉庫アートや、
地産地消キッシュ、ゴミ拾いゲーム、オンラインツアー、
荒川写真集、ラベンダーグッズ、フードドライブ事業、荒川マンガ、
荒川カレンダー、空き家活用イベントなど、たくさんのチャレンジ企
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